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令
和
２
年
度
の
建
設
関
係
各
種
表
彰
受
賞
者
が
発
表
と
な
り
、当
協
会
副
会
長
で
郡
山

電
工
代
表
取
締
役
の
永
井
博
氏
が
、電
設
業
界
発
展
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、建
設
事
業
関

係
功
労
者
等
の
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
け
た〈
左
欄
に
永
井
氏
あ
い
さ
つ
〉。ま
た
東
北

地
方
整
備
局
の
国
土
交
通
行
政
関
係
功
労
者
表
彰
で
、会
津
電
気
工
事
が
優
良
工
事
施
工

者
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、須
南
電
設
、高
柳
電
設
工
業
、
い
わ
き
電
気
工
業
が
東
北
地
整
県
内

出
先
事
務
所
の
優
良
工
事
・
災
害
対
策
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
、会
員
企
業
の
技
術
力
と
災

害
対
応
力
の
高
さ
を
証
明
し
た
。
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10
月
２
～
４
日
に
講
習
会

学
科
試
験
対
象

９
月
４
日
ま
で
受
付

１級電気工事
施工管理技士

建
設
事
業
関
係
功
労
者
等

の
国
土
交
通
大
臣
表
彰
は
、

建
設
事
業
関
係
各
分
野
の
発

展
に
尽
く
し
た
個
人
や
団
体

に
贈
ら
れ
る
。令
和
２
年
度

は
全
国
で
２
３
３
人
、
２
団

体
が
受
賞
し
た
。

永
井
氏
は
、平
成
19
年
か

ら
当
協
会
の
理
事
と
し
て
協

会
本
部
の
事
業
活
性
化
に
尽

力
。
25
年
に
は
郡
山
支
部
長

に
就
き
、現
在
ま
で
卓
越
し

た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
支
部

を
ま
と
め
て
い
る
。
29
年
に

協
会
副
会
長
に
就
任
、昨
年

か
ら
は
筆
頭
副
会
長
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。

建
設
関
係
団
体
以
外
に
も

地
元
・
郡
山
市
を
中
心
に
各

種
団
体
に
所
属
し
、地
域
貢

献
活
動
に
参
加
。自
社
で
は

平
成
16
年
の
代
表
取
締
役
就

任
以
降
、技
術
力
の
向
上
・
伝

承
な
ど
に
力
を
入
れ
、数
多

く
の
公
共
建
築
物
等
の
電
気

設
備
工
事
を
手
掛
け
て
い

る
。東

北
地
整
の
優
良
工
事
施

工
者
局
長
表
彰
は
、令
和
元

年
度
完
成
工
事
の
う
ち
、工

事
成
績
が
優
秀
で
①
卓
越
し

た
技
術
力
②
創
意
工
夫
③
困

難
な
条
件
を
克
服
―
な
ど
の

条
件
を
満
た
し
た
工
事
の
施

工
者
が
対
象
。会
津
電
気
工

事
は
、復
興
支
援
道
路
・
相
馬

福
島
道
路（
東
北
中
央
自
動

車
道
）建
設
事
業
の
一
環
で

施
工
し
た「
塩
手
山
ト
ン
ネ

ル
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工
事
」が

高
い
評
価
を
受
け
た
。工
事

は
電
源
・
通
信
・
光
ケ
ー
ブ
ル

の
敷
設
。

須
南
電
設
は「
福
島
管
内

電
気
等
設
備
維
持
補
修
工

事
」が
福
島
河
川
国
道
事
務

所
の
優
良
工
事
事
務
所
長
表

彰
を
受
賞
。同
社
の
佐
藤
利

幸
氏
が
現
場
代
理
人
を
務
め

た「
円
渕
ト
ン
ネ
ル
ケ
ー
ブ

ル
敷
設
工
事
」は
、磐
城
国
道

事
務
所
の
安
全
施
工
現
場
代

理
人
事
務
所
長
表
彰
に
選
ば

れ
た
。

高
柳
電
設
工
業
は
、郡
山

国
道
事
務
所
か
ら
受
注
し
た

「
郡
山
地
区
地
下
道
電
気
設

備
工
事
」が
、同
事
務
所
長
表

彰
に
輝
い
た
。

い
わ
き
電
気
工
業
は
、令

和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
で

被
災
し
た
国
道
49
号
・
い
わ

き
市
三
和
地
内
の
応
急
復
旧

に
必
要
な
資
材
を
支
援
し
、

災
害
対
策
功
労
者
と
し
て
磐

城
国
道
事
務
所
長
表
彰
を
受

賞
し
た
。須
南
電
設
、会
津
電

気
工
事
も
東
日
本
台
風
の
災

害
対
策
功
労
者
と
し
て
福
島

河
川
国
道
、郡
山
国
道
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、

建
設
事
業
関
係
功
労
者
等
国

土
交
通
大
臣
表
彰
は
表
彰
式

を
延
期
。東
北
地
整
の
各
種

表
彰
は
式
典
が
中
止
と
な

り
、賞
状
等
が
各
受
賞
者
に

送
付
さ
れ
て
い
る
。

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
県
支
部
の
今
年
度
安
全
衛

生
表
彰
で
、嵐
電
気
工
事
の

羽
根
田
悦
朗
さ
ん
が
功
績
賞

（
職
長
）を
受
賞
し
た
。安
全

競
争
で
は
大
槻
電
設
工
業
が

優
勝
に
輝
き
、準
優
勝
に
高

柳
電
設
工
業
が
続
い
た
。

表
彰
は
、例
年
７
月
下
旬

に
開
か
れ
る
県
労
働
災
害
防

止
大
会
の
席
上
で
行
わ
れ
る

が
、今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
・
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
大
会
が
中

止
と
な
り
、構
成
団
体
等
を

通
し
て
賞
状
を
伝
達
し
た
。

安
全
競
争
で
は
第
１
位
に

嵐
電
気
工
事
、第
２
位
に
広

栄
電
設
、第
３
位
に
常
盤
電

設
産
業
が
入
っ
た
。昨
年
９

月
の
第
56
回
全
国
建
設
業
労

働
災
害
防
止
大
会
で
優
良
賞

（
会
社
）を
受
賞
し
た
目
黒
工

業
商
会
、功
績
賞（
所
長
）を

受
け
た
佐
藤
電
設
の
皆
川
慶

さ
ん
に
は
建
災
防
会
長
顕
彰

状
が
贈
ら
れ
た
。

平
素
よ
り
会
員
の
皆
様
に

は
福
島
県
電
設
業
協
会
の
事

業
運
営
に
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。こ

の
た
び
私
事
で
あ
り
ま
す

が
、国
土
交
通
大
臣
よ
り
令

和
２
年
建
設
事
業
関
係
功
労

者
表
彰
を
賜
り
ま
し
た
。

今
回
の
国
土
交
通
大
臣
表

彰
の
栄
誉
に
あ
ず
か
り
ま
し

た
の
も
多
く
の
皆
様
方
の
ご

支
援
と
ご
指
導
、
ご
協
力
の

賜
物
と
存
じ
、深
く
感
謝
い

た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
を
機
に
こ
れ
ま
で
以
上

に
電
気
工
事
業
に
励
ん
で
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、今
後
と
も
更
な
る
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
表
彰
を
機
に
今
さ

ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、当
社

の
紹
介
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。当
社
は
大
正
12

年
５
月
10
日
に
祖
父
の
永
井

信
が
創
業
。昭
和
23
年
３
月

４
日
に
郡
山
電
工
㈱
に
組
織

変
更
し
、今
年
で
創
業
97
年

と
な
り
ま
す
。父
は
昭
和
48

年
４
月
９
日
に
44
歳
で
他
界

し
、私
で
３
代
目
。平
成
16
年

７
月
の
代
表
就
任
以
来
16
年

に
な
り
ま
す
。

「
技
術
と
経
営
に
優
れ
た

企
業
」を
目
標
に
会
社
運
営

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。資
格

の
取
得
、新
規
電
気
技
術
へ

の
挑
戦
、建
設
業
経
理
の
理

解
を
進
め
ま
し
た
。当
社
の

ス
タ
ッ
フ
の
拠
り
所
に「
楽

は
苦
の
種
、苦
は
楽
の
種
」の

精
神
が
あ
り
ま
す
。「
物
事
の

成
功
後
に
は
困
難
が
待
ち
受

け
、困
難
の
後
に
は
成
功
が

来
る
。ど
ち
ら
も
長
く
は
続

か
な
い
」と
い
う
も
の
で
す
。

地
元
郡
山
で
は
、郡
山
電

設
業
者
協
議
会
会
長
と
し

て
、春
に「
開
成
山
公
園
さ
く

ら
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
」

を
郡
山
商
工
会
議
所
青
年
部

と
共
催
で
行
い
、
冬
に
は

「
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
ペ
ー
ジ
ェ

ン
ト
フ
ェ
ス
タ
イ
ン
郡
山
」

で
郡
山
駅
前
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
設
置
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
を
照
ら

す
明
か
り
を
灯
し
続
け
、福

島
県
復
興
の
一
助
に
な
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

地
域
照
ら
す
明
か
り
灯
す

郡
山
電
工
㈱
代
表
取
締
役

永
井　

博

受
賞
あ
い
さ
つ

受
賞
あ
い
さ
つ

羽
根
田
さ
ん
が
功
績
賞

羽
根
田
さ
ん
が
功
績
賞

安
全
競
争
は
大
槻
電
設
優
勝

建災防表彰

当
協
会
は
、延
期
さ
れ
て

い
た
１
級
電
気
工
事
施
工
管

理
技
術
検
定
の
学
科
試
験
日

が
10
月
18
日
に
決
ま
っ
た
こ

と
を
受
け
て
、受
験
準
備
講

習
会
を
同
２
～
４
日
、郡
山

市
の
県
南
電
気
工
事
協
同
組

合
で
開
く
。９
月
４
日
ま
で

申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
。

講
習
会
は
１
級
電
気
工
事

施
工
管
理
技
士
試
験
対
策
と

し
て
毎
年
開
い
て
い
る
。専

門
知
識
と
経
験
を
必
要
と
す

る
電
気
工
事
業
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
を
育
て
る
社
会
的
役

割
を
果
た
す
観
点
か
ら
、一

般
の
参
加
も
受
け
付
け
て
お

り
、資
格
取
得
者
を
増
や
し

県
内
電
設
業
全
体
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
。

今
年
度
の
講
習
会
は
当
初

予
定
の
学
科
試
験
日
程
に
合

わ
せ
、
５
月
末
の
開
催
を
予

定
し
て
い
た
が
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
る
試
験
延
期
で
開
催
を

見
合
わ
せ
て
い
た
。４
～
５

月
に
申
し
込
ん
だ
受
講
希
望

者
も
改
め
て
手
続
き
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

講
習
は
各
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時
。試
験
の
傾
向
や

対
策
な
ど
を
学
び
な
が
ら
、

各
自
の
弱
点
克
服
と
実
践
力

ア
ッ
プ
を
図
る
。講
師
は
昨

年
に
続
き
、
ユ
ア
テ
ッ
ク
Ｏ

Ｂ
の
鷲
眼
智
春
イ
ー
ハ
ー
ド

プ
ラ
ン
代
表
が
務
め
る
。

会
場
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
講

じ
、感
染
症
の
拡
大
防
止
を

図
る
。受
講
者
に
は
講
習
会

当
日
の
①
自
宅
で
の
検
温
②

マ
ス
ク
の
着
用
③
三
密
の
防

止
―
な
ど
の
協
力
を
求
め

る
。受

講
料（
消
費
税
込
）は
会

員
１
万
５
０
０
０
円
、一
般

２
万
１
０
０
０
円
。使
用
テ

キ
ス
ト「
１
級
電
気
工
事
施

工
管
理
技
術
検
定
試
験

模

範
解
答
集（
２
０
２
０
年

版
）」（
日
本
教
育
訓
練
セ
ン

タ
ー
発
刊
）の
購
入
希
望
者

は
受
講
申
込
時
に
注
文
す

る
。テ
キ
ス
ト
代
は
３
９
３

０
円（
送
料
・
事
務
手
数
料
含

む
）。所

定
の
受
講
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
協
会
事
務

局
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４（
５
３

３
）６
２
３
５
す
る
。問
い
合

わ
せ
は
事
務
局
☎
０
２
４

（
５
３
３
）６
２
２
６（
担
当

＝
野
内
・
愛
知
氏
）。

建設関係功労

永
井
氏
に
国
交
大
臣
表
彰

会
津
電
気
は

局
優
良
工
事

会
員
企
業
が
国
表
彰
受
賞
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県
総
合
設
備
協
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
感
染
拡
大
に
配
慮
し
て
、今
年
度
の
安
全
大
会
・
技
術

研
修
会
を
会
議
形
式
で
行
わ
ず
、各
会
員
に
講
義
資
料

を
伝
達
し
た
。安
全
関
係
で
は
福
島
労
働
局
か
ら「
建
設

業
に
お
け
る
労
働
災
害
発
生
状
況
等
」、技
術
関
係
で
は

県
出
納
局
工
事
検
査
課
か
ら「
令
和
元
年
度
工
事
検
査

結
果
」に
つ
い
て
情
報
提
供
を
受
け
、会
員
に
周
知
し
、

安
全
意
識
の
高
揚
と
技
術
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

県総合設備協会

労
働
局
、県
が
情
報
提
供

安

全

大

会

技
術
研
修
会　

コ
ロ
ナ
配
慮
し
伝
達
講
習
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Engineering & Engineer LINK
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人と環境を明日へつなぐ、
ニノテックのシステムエンジニアリンク

工事検査実施結果に関する情報提供（気になる点）

１、維持管理に必要な情報が成果品に含まれていない

▼各種設定情報が残されていない

　監視カメラや電気設備工事でIP接続でシステムを構成した際に、各機
器のアドレスなどの設定値が完成図書に含まれていないことがある。設
定に使用した表などを添付する事例が非常に少ない。設備を維持管理、
改修する際の基本的事項となるので、施設管理者に引き継いでほしい

▼きちんとした施工図・完成図が書かれていない

　ITVや音響設備など、設計図では詳細な配線図でなく系統図(ブロック
図)しか描かれていない場合がある。施工する場合は機器間の配線種別や
接続するポートなどの情報を整理しているはずだが、整理後の配線図が
検査時に確認できない。このような場合、完成図書でも系統図のままに
なっている

２、緊急時の使い勝手等をよく確認していない

▼警報盤等の表示内容が分かりにくい

　最近の火災警報の受信盤(R型受信機等)は、火災発生時に地図ではなく、
画面上にテキストで表示するものが多い。新築工事で竣工後の部屋等の
名称と設計時の仮称が異なる場合があり、設計時のまま見直さなかった
ため、検査時に発報すると分からない室名が表示される。同様に改修工
事で室名や用途変更を確認しないと古い室名で表示されるので、施設管
理者に表示内容を確認してもらうのがよい

▼消火器の設置位置が悪い

　消火器が部屋の奥にあり火元を越えないとたどり着けないなど、発生
する災害や災害時の動線を考えると有効ではない場所に設置されている
ケースがある。消化栓BOXがあると容易に動かせず、BOX設置が建築工事
の場合、計画の早期に協議するなどの対応が必要

▼各種試験成績で基準との比較を行っていない

　照度測定などで、きちんと測定し、図表にまとめているにも関わらず、
最終的に照度が基準に適合しているか判断していないものがある。基準
によっては平均照度を求めないと適合を判断できないものもあるため、
必要な計算を行い比較することが必要。同様に接地抵抗の測定記録のみ
で可否が未記載の事例もある。各種試験は測定だけでなく、その値が正
しいか確認し、また監督員の承諾を得ることが必要

▼社内検査等の記録は各社まちまち

　検査で社内検査や下請引取検査の記録を確認するが、とりまとめの書
類に請負者間で非常に開きがある。①工事写真に実施状況写真はあるが
検査記録としてはまとめていない②社内検査の総括表と写真のみ③②に
加え、社内検査時のチェックリストを添付している。最終的には各種試
験成績書等の品質や出来形で工事の品質を判断するが、あまり記録がな
く、社内検査員がどこを確認しているか分からない場合は評価判定に困
る

▼作り込みが不足している

　太陽光発電で発電量モニターを設置した場合、設置した建物と全く違
う設置状況写真等が用いられているケースがある。例えば、学校に設置
しているのにモニターのイラストがビルや工場になっているなど。画面
の作り込みはメーカー仕様のままとなっている場合が多い。カスタマイ
ズできる場合、できない場合があるが、できる場合は施設管理者と確認
してどのような表示ができるのか詰めてほしい

▼取扱説明について

　「検査終了後に施設管理者への取扱説明を行うので、取扱説明書や保全
に関する資料はそれまでにまとめる」というパターンがる。施設管理者
からみれば実質的に問題はないが、検査の時点で説明書等を確認できな
いため、検査では維持管理に関する評定を加点することはできない。当
該工事で作成する資料であり、竣工時点で完成しているべきと考える

　

 【
労
働
災
害
発
生
状
況
】  県

内
建
設
業
の
令
和
元
年
労
働

災
害
死
傷
者
数（
休
業
４
日

以
上
）は
３
４
０
人
、死
亡
者

数
は
７
人
で
、
い
ず
れ
も
震

災
以
降
最
小
と
な
っ
た
が
、

死
亡
者
数
は
依
然
全
産
業
の

中
で
最
も
多
く
、全
体
の
約

４
割
を
占
め
る
。死
傷
災
害

を
型
別
で
み
る
と「
墜
落
・
転

落
」（
26
％
）が
ト
ッ
プ
で「
飛

来
・
落
下
」（
14
％
）、「
は
さ
ま

れ
・
巻
き
込
ま
れ
」（
11
％
）、

「
転
倒
」（
同
）が
続
く
。月
別

で
は「
７
月
」「
９
月
」「
10

月
」、曜
日
別
で
は「
月
曜
日
」

「
火
曜
日
」に
災
害
が
多
い
傾

向
が
み
ら
れ
た
。年
代
別
で

は
50
歳
以
上
が
全
体
の
約
５

割
。経
験
年
数
別
で
は
４
年

未
満
が
４
割
を
占
め
る

　

 【
熱
中
症
】  県
内
で
令
和
元

年
に
発
生
し
た
熱
中
症
に
よ

る
労
働
災
害
死
傷
者
数
は
18

人
。前
年
比
で
７
人
減
少
し

た
が
、過
去
10
年
間
で
３
番

目
に
多
い
。死
亡
者
数
は
３

年
連
続
で
ゼ
ロ
。厚
生
労
働

省
は
９
月
30
日
ま
で
を「
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
熱
中
症　

ク
ー
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」期
間
に
定

め
、熱
中
症
予
防
対
策
の
徹

底
を
呼
び
掛
け
て
お
り
、事

業
者
に
対
し
て
①
の
ど
の
渇

き
に
か
か
わ
ら
ず
水
分
・
塩

分
を
摂
取
②
こ
ま
め
な
休
憩

の
確
保
③
暑
さ
に
慣
れ
る
期

間
の
設
定
④
労
働
者
の
異
変

を
認
め
た
と
き
の
救
急
隊
へ

の
要
請
を
求
め
て
い
る

　

 【
墜
落
制
止
用
器
具
】  安
全

帯
の
規
制
に
関
す
る
政
省
令

が
改
正
さ
れ
、安
全
帯
の
名

称
は
墜
落
制
止
用
器
具
に
変

更
。フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
の
使

用
が
原
則（
高
さ
６
・
75
㍍
以

下
の
場
合
、胴
ベ
ル
ト
型
・
一

本
つ
り
の
使
用
可
）と
な
り
、

高
さ
２
㍍
で
作
業
床
の
設
置

が
困
難
な
場
所
で
フ
ル
ハ
ー

ネ
ス
型
を
用
い
て
作
業
を
行

う
労
働
者
は
安
全
衛
生
特
別

教
育
の
受
講
が
義
務
付
け
ら

れ
た
。現
行
の
構
造
規
格
に

基
づ
く
安
全
帯
の
使
用
は
令

和
４
年
１
月
１
日
ま
で
と
な

るは
な
か
っ
た
が
、竣
工
検
査

で
は
試
験
や
検
査
は
行
っ
て

い
る
も
の
の
、記
録
が
残
さ

れ
て
い
な
い
事
例
が
複
数

あ
っ
た
。品
質
が
証
明
で
き

な
け
れ
ば
不
適
合
に
な
る
た

め
注
意
し
て
ほ
し
い
。各
種

試
験
成
績
書
は
監
督
職
員
に

提
出
、承
諾
が
必
要
。

　

令
和
元
年
度
は
設
備
工
事

の
不
適
合
は
な
か
っ
た
が
、

舗
装
工
事
で
電
線
管
の
設
計

埋
設
深
の
基
準
を
上
端
と
下

端
で
取
り
違
え
た
事
例
が

　

 【
令
和
元
年
度
不
適
合
工

事
】  土
木
工
事
で
は
前
年
度

と
同
様
に
、設
計
書
や
共
通
・

特
記
仕
様
書
等
に
示
さ
れ
た

各
種
試
験
を
施
工
中
に
実
施

せ
ず
、施
工
自
体
は
き
ち
ん

と
行
っ
て
い
て
も
品
質
が
証

明
で
き
な
い
事
例
が
多
か
っ

た
。建
築
設
備
工
事
は
細
か

い
計
測
頻
度
ま
で
仕
様
書
に

定
義
す
る
項
目
が
少
な
く
、

同
様
の
原
因
に
よ
る
不
適
合

あ
っ
た
。電
線
管
の
埋
設
深
、

基
準
は
県
管
理
道
路
と
国
管

理
道
路
で
異
な
り
、地
中
電

線
路
に
関
す
る
埋
設
深
は
建

築
設
備
の
各
種
基
準
で
も
統

一
値
が
な
い
の
で
、設
計
を

精
査
す
る
時
点
で
根
拠
と
な

る
基
準
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る

　

 【
不
適
合
工
事
と
な
ら
な

い
た
め
に
】  不
適
合
工
事
は

施
工
管
理
等
資
料
不
足
の
場

合
に
多
く
発
生
し
て
い
る
。

防
止
す
る
た
め
に
は
共
通
仕

様
書
の
該
当
部
分
を
よ
く
確

認
し
、記
載
内
容
を
満
足
す

る
よ
う
な
施
工
管
理
が
必
要

で
あ
り
、
①
試
験
方
法
は

合
っ
て
い
る
か
②
規
格
値
の

対
象
は
個
別
の
測
定
値
か
平

均
値
か
③
工
種
や
数
量
が

「
試
験
基
準
」「
適
用
」の
例
外

に
該
当
し
て
い
な
い
か
ー
な

ど
に
注
意
。施
工
が
小
規
模

等
の
理
由
で
共
通
仕
様
書
の

管
理
基
準
の
通
り
に
管
理
さ

れ
て
い
な
い
場
合
、発
注
者
・

受
注
者
間
で
協
議
書
等
に
よ

り
文
書
で
了
解
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
不
適
合
と
な
る

　

 【
工
事
成
績
評
定
の
変
更
】  

東
日
本
大
震
災
の
特
例
で
工

事
成
績
評
定
に
上
乗
せ
し
て

い
る「
被
災
者
雇
用
に
よ
る

加
点
」（
最
大
５
点
）、「
工
事

受
注
に
対
す
る
加
点
」（
５

点
）が
今
年
度
末
で
終
了
。工

事
成
績
評
定
点
は
現
在
１
１

０
点
満
点
だ
が
、令
和
３
年

４
月
１
日
以
降
に
竣
工
検
査

を
行
う
工
事
か
ら
、震
災
以

前
の
１
０
０
点
満
点
に
戻

る
。今
年
度
契
約
工
事
で
も
、

繰
越
工
事
は
新
基
準
で
の
評

価
と
な
る

　

 【
工
事
検
査
結
果
か
ら
気

に
な
る
点
】  基
本
的
に
工
事

検
査
は
設
計
通
り
に
工
事
が

で
き
て
い
る
か
確
認
す
る
も

の
で
あ
り
、設
計
自
体
を
評

価
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

年
間
を
通
じ
て
気
に
な
っ
た

代
表
的
な
事
例 〈
左
表
〉  を
示

す
の
で
参
考
と
し
て
ほ
し
い

熱
中
症
対
策
、
徹
底
を

基
準
満
た
す
施
工
管
理
必
要

安

全

関

係

技

術

関

係
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６
月
30
日
、丁
度
一
年
の

半
分
が
過
ぎ
よ
う
と
す
る

日
、
マ
ラ
ソ
ン
で
い
え
ば
前

半
戦
終
了
の
折
り
返
し
点
、

こ
の
日
は
神
道
の「
夏
越
の

祓
い
」
当
日
と
な
り
ま
す
。

「
夏
越
の
祓
い
」と
は
神
社
の

境
内
に
作
ら
れ
た〝
茅
の
輪
〟

を
く
ぐ
り
、半
年
間
の
罪
や

穢
れ
を
落
と
す
神
事
で
す
。

全
国
各
地
の
神
社
で
執
り
行

わ
れ
て
お
り
、誰
で
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、近
く
の
神
社
で
試
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　
「
水
無
月
の
夏
越
の
祓
い

す
る
人
は
、千
歳
の
命
延
ぶ

と
い
う
な
り
」と
唱
え
な
が

ら〝
茅
の
輪
〟を
８
の
字
に
３

度
く
ぐ
り
抜
け
ま
す
。ま
た

人
形
代
に
は
自
身
の
罪
、穢

れ
と
体
調
不
調
の
個
所
を
そ

の
人
形
代
で
撫
で
身
代
わ
り

と
し
て
奉
納
し
厄
払
い
を
し

ま
す
。

　
〝
茅
の
輪
〟の
由
来
を
ご
存

じ
で
す
か
？
こ
れ
は
日
本
各

地
に
伝
わ
る
説
話〝
蘇
民
将

来
〟が
起
源
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。旅
人
に
一
夜
の

　

今
日
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
猛
威
に
日
々
お
び
え

る
日
常
が
何
と
も
不
愉
快

で
、出
口
が
見
え
な
い
苛
立

ち
を
抑
え
な
が
ら
毎
日
の
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
は
言
っ
て
も
、何
も
し

な
い
ま
ま
で
は
、
い
つ
感
染

が
自
分
の
身
に
降
り
か
か
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
で

き
る
限
り
の
感
染
対
策
は

行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、実
際
に
国
土
交
通

省
等
で
推
奨
す
る
対
策
を
現

場
で
生
か
せ
る
か
と
言
わ
れ

る
と
、
な
か
な
か
難
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め

最
低
限
現
場
で
行
っ
て
い
る

対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、当
た
り
前
で
す

が
、手
洗
い
・
う
が
い
の
励
行

で
す
。現
場
内
の
手
洗
器
に

は
必
ず
手
洗
い
用
ハ
ン
ド

ソ
ー
プ
を
常
備
し
、手
洗
い

の
手
順
を
記
し
た
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
、作
業
員
へ
手
洗
い

の
徹
底
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、感
染
対
策
へ
の
意

識
向
上
の
一
環
と
し
て
各
作

業
員
に「
密
閉
・
密
集
・
密
接

（
三
密
）」を
記
し
た
ワ
ッ
ペ

ン
を
配
布
し
、作
業
員
同
士

の
会
話
も
含
め
少
し
で
も
対

策
の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
作
業
服
に
貼
付
し
て
い

ま
す
。現
場
出
入
り
時
で
の

手
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、来

所
者
と
の
打
合
せ
後
の
テ
ー

ブ
ル
や
備
品
の
消
毒
等
を
実

施
し
、各
種
の
除
菌
対
策
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
一
番
大
事
な
の
は

作
業
員
の
体
調
管
理
で
す
。

毎
朝
検
温
を
行
い
37
・
５
度

以
上
の
場
合
は
作
業
中
止
、

自
覚
症
状
や
周
囲
に
感
染
者

が
い
な
い
か
な
ど
の
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
を
実
施
し
、毎
日
体
調

管
理
記
録
表
に
記
入
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、夏
場
の
熱

中
症
対
策
も
含
め
標
準
マ
ス

ク
で
す
と
熱
中
症
の
リ
ス
ク

が
上
が
る
の
で
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
装
着
用
の
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
を
着
用
し
、感
染
お
よ

び
熱
中
症
対
策
両
方
の
リ
ス

ク
を
軽
減
で
き
る
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、対
策
の
取
れ
な

い
現
状
も
あ
り
ま
す
。例
え

ば
、朝
礼
等
で
は
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
考
慮
し

よ
う
に
も
広
場
の
敷
地
が
狭

く
間
隔
が
保
て
ず
、最
低
限

マ
ス
ク
の
着
用
を
義
務
化
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、現
場
作
業
で
他
社

の
作
業
員
に
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
を
配
布
で
き
る
現
状
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。最
低
限
マ

ス
ク
の
義
務
化
を
促
せ
ば
、

夏
場
の
気
温
・
湿
度
に
よ
り

急
激
に
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が

上
が
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
対
策

を
施
し
熱
中
症
が
重
症
化
し

て
は
も
と
も
こ
う
も
あ
り
ま

せ
ん
。実
際
、夏
場
は
密
接
な

作
業
で
な
け
れ
ば
熱
中
症
対

策
を
優
先
し
、
マ
ス
ク
の
着

用
を
緩
和
し
て
、
い
つ
で
も

装
着
で
き
る
よ
う
常
に
持
参

す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
全
国
で
感
染
が
広
が

る
中
、一
人
一
人
の
行
動
と

対
策
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。し
か
し
、見
え
な
い
敵
と

戦
う
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。今
一
度
、各
自
の
感
染

の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、日
常

の
行
動
を
見
つ
め
直
し
、少

し
で
も
感
染
を
防
げ
る
よ
う

社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を

向
上
さ
せ
て
い
く
べ
く
、現

場
内
で
自
分
も
含
め
、節
度

あ
る
日
常
生
活
を
促
し
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

宿
を
提
供
し
た
貧
し
い
人

（
蘇
民
将
来
）の
物
語
、
こ
の

旅
人
が
武
塔
神
と
い
う
神
様

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

説
話
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

分
け
隔
て
な
く
人
に
親
切
に

対
応
し
た
蘇
民
将
来
へ
、旅

人（
武
塔
神
）は
御
礼
と
し
て

〝
茅
の
輪
〟を
授
け
、腰
に
付

け
る
よ
う
教
え
ま
し
た
。こ

の
教
え
に
従
い〝
茅
の
輪
〟を

腰
に
つ
け
た
蘇
民
将
来
は
、

こ
の
後
こ
の
地
方
に
流
行
っ

た
疫
病
か
ら
も
逃
れ
ら
れ
、

子
々
孫
々
ま
で
幸
せ
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
た
と
の
説
話

が
起
源
の
よ
う
で
す
。

　

現
在
世
界
中
の
人
々
が
コ

ロ
ナ
禍
で
苦
し
ん
で
い
ま

す
。三
密
を
守
り
自
宅
で
テ

レ
ワ
ー
ク
！
人
と
人
と
の
触

れ
合
い
が
無
く
な
り
、経
済

の
停
滞
を
生
ん
で
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
こ
そ
心
と
心
の
触

れ
合
い
、小
さ
な
親
切
が
必

要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津（
喜
多
方
市
）は
、電
気

配
管
設
備
科
の
令
和
３
年
度

入
学
生
を
募
集
し
て
い
る
。

　

同
科
で
は
建
築
設
備（
電

気
設
備
・
給
排
水
設
備
・
冷
凍

空
調
技
術
）に
つ
い
て
、
２

年
間
の
総
合
的
な
教
育
訓
練

を
行
い
、若
手
技
術
者
の
育

成
に
努
め
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
生
の
入
学
試

験
は
①
推
薦
＝
10
月
９
日

（
出
願
期
間
９
月
23
日
～
10

月
２
日
）②
一
般
＝
11
月
６

日（
10
月
26
日
～
30
日
）③
一

般
・
２
次
＝
12
月
11
日（
同
12

月
１
日
～
７
日
）。今
年
度
か

ら
在
職
者
の
受
け
入
れ
は
一

般
入
学
試
験
か
ら
可
能
と

な
っ
た
。

　

詳
細
は
同
校
☎
０
２
４
１

（
27
）
３
２
２
１
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://www.tc-

aizu.ac.jp/

ま
で
。

協会のうごき協会のうごき

【６月】
　３日 •建設業労働災害防止協会福島県支部　第56

回通常総会
　10日 •福島支部（例会）
　22日 •会津支部（例会）

【７月】

　９日 •建産連令和2年度第1回参与会
　15日 •福島県歴史的建造物保存活用促進協議会第7

回総会
　16日 •福島支部（例会）
　21日 •会津支部（例会・暑気払い）
　30日 •福島県耐震化リフォーム等推進協議会第14

回総会
•福島県アスベスト対策に係る連絡協議会

新住所　〒963-8071　　　　　　　　　　　　　　　　
郡山市富久山町久保田字伊賀河原34 HDビル 伊賀河原2階

TEL（024）900-9002 FAX（024）900-9001
岩崎電気株式会社 http://www.iwasaki.co.jp

福島営業所　ＴＥＬ（024）553-4165
郡山営業所　ＴＥＬ（024）934-3065
いわき営業所　ＴＥＬ（0246）75-0700
楢葉営業所　ＴＥＬ（0240）23-6155

―賛助会員募集－
　（一社）福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・

高効率な設備のトータルシステムを適正価格で提供する

ことで新しいニーズを掘り起こします。

【賛助会員の特典】
　　・機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします

　　・毎年発行する「会員名簿」に社名を記載します

　　・名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧ください

電
気
配
管
設
備
科 

の
入
学
生
を
募
集

テ
ク
ノ
ア
カ 

デ
ミ
ー
会
津

福島養護学校校舎等改築事業校舎棟・ものづくり棟改築（電気設備）

現場代理人・熊谷久男氏（大槻電設工業）

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
実
践

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
実
践

作
業
員
の
体
調
管
理
が
大
事

　新型コロナウイルス感染拡大の終息に見通しが立た

ない中、各企業が事業を継続していくためには感染予

防対策が欠かせない。国土交通省は、建設業向けのガ

イドラインをまとめ、建設現場やオフィスで講ずべき

対策を示しており、県内電設業界でも各社が工夫を凝

らして対策を実践している。ここでは「福島養護学校

校舎等改築事業校舎棟・ものづくり棟改築事業（電気

設備）」を施工中の熊谷久男現場代理人（大槻電設工業）

に現場での取り組みを聞いた。

 （
上
か
ら
）事
務
所
出
入
り
時
の
消
毒
、三
密
を
明
記
し
た
ワ
ッ
ペ
ン
、毎
朝
行
う
検
温  

寄　稿寄　稿

「
茅
の
輪
」

福
島
県
電
設
業
協
会
長　

大
槻　

博
太

TEL 024－534－7456お問い合わせは

購読会員無料ID発行中

ご活用ください、本紙Web

  ■購読会員ページの項目
□購読会員ニュース（速報版）□入札公告情報□完工高ランク
□建設予算□建設関係資料□発注見通し□住宅関係資料

電気使用安全月間電気使用安全月間
2020年８月1日～31日

令和２年度重点活動テーマ
•日頃から電気の安全を心がけ、かしこく上手に使

いましょう

•日頃から自家用設備をしっかり管理し、電気事

故を未然に防ぎましょう

•地震、雷、風水害などの自然災害に伴う電気災

害に注意しましょう
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福
島
県
の
健
康
推
進
事
業

の
モ
デ
ル
企
業
と
し
て
２
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。昨
年
は

ラ
イ
ザ
ッ
プ
と
連
携
し
て
取

り
組
み
ま
し
た
。３
カ
月
で

８
㌔
痩
せ
る
社
員
が
い
る
な

ど
、効
果
は
抜
群
で
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

も
あ
っ
て
か
、
み
ん
な
リ
バ

ウ
ン
ド
で
ぽ
っ
ち
ゃ
り
。何

が
原
因
な
の
か
考
え
る

日
々
。一
番
は
、各
々
が
目
的

意
識
を
持
っ
て
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
否
か
で
し

た
。

　

上
司
か
ら
の
提
案
を
受
け

入
れ
、
や
ら
さ
れ
て
い
る
う

ち
は
自
分
の
モ
ノ
に
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。そ
れ
ぞ
れ
の
意
識
下
の

中
で
、本
当
に
大
切
な
こ
と

だ
と
腹
落
ち
し
な
い
こ
と
に

は
、本
当
の
結
果
に
は
つ
な

が
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
み
ん
な
で
知
恵

を
出
し
合
っ
て
、会
社
と
し

て
コ
ロ
ナ
の
危
機
を
乗
り
越

え
よ
う
と
体
力
温
存
中
で

す
。そ
れ
ぞ
れ
が
危
機
感
を

持
っ
て
、取
り
組
む
た
め
の

知
恵
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

会
社
が
ぽ
っ
ち
ゃ
り
す
る
こ

と
は
、
こ
れ
か
ら
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
は
必
要
な
体
型

か
も
し
れ
ま
せ
ん（
笑
）。文

殊
の
知
恵
で
ぽ
っ
ち
ゃ
り
企

業
は
、願
っ
た
り
叶
っ
た
り

（
東
陽
電
気
工
事
㈱
・
石
川
格

子
）。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
の
た
め
、各
地
で
夏
祭

り
や
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
・
延

期
と
な
っ
て
い
ま
す
。福
島

市
で
も
花
火
大
会
や
わ
ら
じ

祭
り
が
中
止
と
な
り
残
念
で

す
が
、私
た
ち
が
今
や
る
べ

き
は「
感
染
予
防
に
努
め
る

こ
と
」と
自
覚
し
、
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
を
実
践
中
で
す
。

　

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
中
の
楽
し

み
の
一
つ
が
、
プ
ロ
野
球
の

Ｔ
Ｖ
観
戦
で
す
。晩
酌
を
し

な
が
ら
贔
屓
球
団
の
監
督
に

な
っ
た
つ
も
り
で「
こ
こ
は

代
打
」「
ピ
ッ
チ
ャ
ー
交
代
」

と
独
り
言
を
言
い
な
が
ら
ス

ト
レ
ス
を
発
散
し
、
コ
ロ
ナ

う
つ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
い
ま
す
。

　

野
球
と
い
え
ば
夏
の
甲
子

園
大
会
で
す
が
、春
に
続
き

中
止
と
な
り
球
児
の
気
持
ち

を
思
う
と
、何
と
か
開
催
で

き
な
か
っ
た
か
と
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。各
地
で
代
替
大

会
が
開
か
れ
、甲
子
園
で
は

各
校
１
試
合
ず
つ
で
す
が
、

セ
ン
バ
ツ
出
場
校
に
よ
る
交

流
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
も
今
、少
年
野
球
大
会

開
催
に
向
け
、新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
症
予
防
対
策
を
ま
と

め
て
い
ま
す
。調
べ
れ
ば
調

べ
る
ほ
ど
対
策
の
難
し
さ
を

感
じ
、開
催
実
現
に
向
け
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

早
期
の
終
息
を
期
待
し
な
が

ら
、感
染
拡
大
前
の
普
通
の

日
常
に
戻
る
こ
と
を
切
に
願

い
ま
す（
㈱
佐
藤
電
気
商
会
・

佐
藤
卓
立
）。

　
「
家
の
論
理
」と
い
う
言
葉

が
あ
る
。日
本
人
な
ら
持
っ

て
生
ま
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う

感
覚
を
差
し
た
言
葉
で
、自

分
の
家
は「
我
が
家
」、出
身

校
は「
我
が
母
校
」、所
属
会

社
は「
我
が
社
」と
呼
ぶ
。家

族
を「
我
が
家
」と
言
う
な
ら

い
ざ
知
ら
ず
、保
有
物
で
な

い
出
身
校
や
会
社
を「
我
が

○
○
」と
言
う
感
覚
は
日
本

人
特
有
だ
と
い
う
。

　

こ
の「
家
の
論
理
」は
経
営

学
者
の
三
戸
公
や
野
中
郁
次

郎
等
が
有
名
だ
。米
国
出
身

で
日
本
に
帰
化
し
、日
本
に

骨
を
埋
め
ら
れ
た
ア
ベ
グ
レ

ン
も
日
本
的
経
営
の
素
晴
ら

し
さ
を
、家
の
論
理
と
共
に

世
界
へ
発
信
し
て
い
る
。

　

我
々
は
両
親
が
い
る
家
族

の
下
で
育
ち
、
小
・
中
・
高
校

と
進
む
ご
と
に
多
く
の
友
人

や
先
・
後
輩
が
で
き
た
。大
学

や
大
学
院
等
で
部
活
動
や
研

究
に
没
頭
し
、酒
を
伴
っ
た

懇
親
を
深
め
た
方
も
い
る
だ

ろ
う
。会
社
に
入
れ
ば
上
司

と
部
下
の
関
係
性
か
ら
、企

業
人
と
し
て
の
感
覚
が
芽
生

え
て
く
る
。「
我
が
○
○
」と

い
う
感
覚
を
意
識
付
け
る
大

き
な
要
素
は「
人
と
人
の
絆
」

で
間
違
い
な
く
、会
社
を
思

い
や
る「
我
が
社
」と
い
う
感

覚
を
芽
生
え
さ
せ
る
の
は
、

経
営
者
と
社
員
の「
絆
」な
の

か
も
し
れ
な
い
。人
的
資
源

管
理
で
大
切
な
の
は
教
科
書

に
は
な
い
、
こ
の「
絆
」で
は

な
い
だ
ろ
う
か（
岩
電
機
工

事
㈱
・
蛭
田
淳
）。

　

最
近
、聞
き
慣
れ
な
い
言

葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。例

え
ば
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
19
が
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク

（
特
に
医
療
機
関
で
突
発
的

に
感
染
拡
大
す
る
事
）
し
、

や
が
て
エ
ピ
デ
ミ
ッ
ク（
地

域
や
集
団
で
感
染
拡
大
す
る

事
）が
起
こ
り
、国
境
を
越
え

た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的

大
流
行
）の
発
生
を
発
表
。各

国
で
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト

（
罹
患
者
が
急
増
）と
な
り
、

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン（
都
市
封
鎖
）

す
る
事
態
と
な
っ
た
。

　

日
本
で
は
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル

（
液
体
ま
た
は
個
体
の
粒
子

と
周
囲
の
気
体
の
混
合
体
）

感
染
を
防
ぐ
べ
く
三
密
を
避

け
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス（
互
い
の
距
離
）を
取
る

こ
と
で
、ピ
ー
ク
ア
ウ
ト（
減

少
）に
転
じ
た
が
、
ク
ラ
ス

タ
ー
（
小
規
模
集
団
）感
染

に
よ
り
再
燃
し
、東
京
都
は

ア
ラ
ー
ト（
警
報
）
発
動
や

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ（
工
程
表
）作

成
な
ど
対
策
に
追
わ
れ
て
い

る
中
、
エ
ピ
セ
ン
タ
ー
（
感

染
集
積
地
）に
な
っ
て
い
る

と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

イ
ン
フ
ォ
デ
ィ
ミ
ッ
ク（
噂

や
デ
マ
に
よ
り
起
き
る
社
会

混
乱
）
に
陥
ら
な
い
よ
う
、

エ
ビ
デ
ン
ス（
証
拠
）に
基
づ

く
検
証
が
必
要
。

　

と
言
っ
た
具
合
に
、知
ら

な
い
カ
タ
カ
ナ
に
困
惑
し
ま

す
。コ
ロ
ナ
関
連
が
、流
行
語

大
賞
に
選
ば
れ
ま
せ
ん
よ
う

に（
旭
電
気
工
事
㈱
・
渡
部
昌

彦
）。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

全
世
界
に
蔓
延
し
て
、累
計

感
染
者
１
３
０
０
万
人
、死

亡
者
数
56
万
人（
７
月
13
日

現
在
）と
な
り
、終
結
へ
向
け

た
ワ
ク
チ
ン
開
発
な
ど
、先

の
見
え
な
い
状
況
が
続
き
世

界
中
の
人
々
が
不
安
な
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。私
も
高

齢
者
の
仲
間
入
り
と
な
り
一

度
感
染
し
た
ら
、
ど
う
な
る

か
分
か
ら
な
い
立
場
に
い
る

の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
の
九
州

地
方
を
襲
っ
た
大
雨
に
よ
る

河
川
の
氾
濫
は
、東
日
本
大

震
災
の
津
波
に
よ
る
家
屋
流

失
の
再
来
を
思
わ
せ
る
大
惨

事
で
し
た
。
50
年
に
一
度
の

大
雨
が
毎
年
の
よ
う
に
起

き
、
い
つ
我
が
身
に
襲
い
か

か
る
の
か
、他
人
事
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
新
聞
・
テ
レ
ビ
等

で
は「
今
ま
で
の
欲
求
を
満

た
す
生
き
方
・
人
生
観
か
ら

脱
却
し
、新
し
い
生
活
ス
タ

イ
ル
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。私
も
一
つ
一
つ
出
来
る

こ
と
か
ら
修
正
す
る
こ
と
が

必
要
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

帰
宅
し
た
ら
う
が
い
・
手
洗

い
、大
き
な
声
で
の
対
話
の

禁
止
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
マ

イ
バ
ッ
ク
の
購
入
な
ど
、今

ま
で
の
生
活
で
は
考
え
ず
に

き
た
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
は

必
要
な
ん
だ
な
ー
と
思
う
毎

日
で
す（
㈱
森
口
電
気
商
会
・

森
口
和
広
）。

　

会
員
の
皆
さ
ま
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。今

年
度
の
公
共
工
事
の
発
注
は

コ
ロ
ナ
対
策
も
あ
り
比
較
的

順
調
そ
う
で
す
が
、民
間
工

事
は「
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ　

○
○
」

の
経
済
効
果
は
ま
だ
ま
だ
先

の
話
で
、日
に
日
に
投
資
が

慎
重
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う

に
見
え
ま
す
。

　

電
設
新
聞
今
月
号
は
、話

題
の
少
な
さ
か
ら
一
時
は
休

刊
も
脳
裏
を
横
切
り
ま
し
た

が
、福
島
建
設
工
業
新
聞
の

奥
野
さ
ん
と
話
し「
こ
の
よ

う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
発
刊

を
」と
、何
と
か
皆
さ
ま
の
ご

協
力
に
よ
り
中
身
の
濃
い
も

の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

特
に
、今
月
号
は
永
井
副

会
長
を
は
じ
め
多
く
の
会
員

の
皆
さ
ま
が
表
彰
顕
彰
を
受

賞
さ
れ
、
お
祝
い
の
号
と
な

り
ま
し
た
。受
賞
の
皆
さ
ま

へ
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

事
務
局
の
方
も
、
７
月
か

ら
、応
援
と
し
て
加
藤
恵
理

子
さ
ん
が
時
間
勤
務
で
、
ま

た
愛
知
恵
利
香
さ
ん
が
フ
ル

タ
イ
ム
で
勤
務
し
て
お
り
、

事
務
局
内
も
少
し
ず
つ
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。加
藤
さ
ん
は
福
島
市

出
身
で
６
月
ま
で
福
島
北
／

東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
勤

務
さ
れ
、愛
知
さ
ん
は
秋
田

県
横
手
市
出
身
で
東
京
勤
務

後
に
結
婚
で
福
島
市
民
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ

皆
さ
ま
、事
務
局
に
も
お
寄

り
く
だ
さ
い（
事
務
局
・
野
内

忠
宏
）。
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令
和
２
年
度
に
入
り
早
く

も
３
カ
月
過
ぎ
ま
し
た
が
、

相
変
わ
ら
ず
コ
ロ
ナ
の
脅
威

は
一
向
に
衰
え
る
気
配
が
あ

り
ま
せ
ん
。ほ
ぼ
毎
日
、朝
の

ニ
ュ
ー
ス
は
東
京
都
知
事
の

コ
ロ
ナ
関
係
の
発
表
で
始
ま

り
ま
す
。本
当
に
こ
こ
数
年

で
、世
の
中
は
変
わ
っ
て
し

ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。我
々

電
気
工
事
業
界
は
ど
う
な
る

の
か
。果
た
し
て
生
き
残
れ

る
の
か
？
心
配
は
絶
え
ま
せ

ん
。

　

会
社
を
運
営
し
て
い
く
上

で
の
課
題
が
新
人
教
育
で

す
。今
ま
で
は
５
年
で
基
礎

を
固
め
、
10
年
で
と
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
難

し
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り
、子

供
の
頃
に
物
を
作
る
と
い
う

経
験
を
す
る
機
会
が
減
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

外
国
人
の
雇
用
も
考
え
ま

し
た
が
、言
葉
や
国
家
資
格
、

運
転
免
許
の
問
題
も
あ
り
、

難
し
い
面
も
あ
る
の
が
現
状

で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
我
々
の
仕

事
は
生
活
に
必
要
な
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
を
守
る
仕
事
な
の

で
、時
間
と
費
用
は
か
か
り

ま
す
が
、育
て
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。自
分
が
そ

う
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に

（
中
野
電
工
㈱
・
吉
田
政
夫
）。
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部

い
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普
通
の
日
常
に

ぽ
っ
ち
ゃ
り
企
業

家

の

論

理

快
適
を
追
い
続
け

た
生
活
か
ら
脱
却

今
す
べ
き
こ
と

カ

タ

カ

ナ
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